
県立高校入試改善検討委員会
（第１回）

平成２２年６月２５日（金）
１３：３０～１５：３０
盛岡地区合同庁舎８階講堂Ｂ

次 第
１ 開 会

２ 岩手県教育委員会あいさつ

３ 委員紹介

４ 委員長及び副委員長の選出

５ 説明･協議
（１）設置要綱および現行入試制度について
（２）現行入試制度の成果と課題について
（３）会議日程と協議の内容について
（４）その他

６ そ の 他

７ 閉 会

【資料】
１ 現行入試制度の概要
２ 現行入試制度の成果と課題
３ 推薦入学者選抜実施概要例
４ 平成２２年度岩手県高等学校入学者選抜実施要項（別冊）
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県立高校入試改善検討委員会設置要綱

（設置）
第１ 社会や生徒の変化に対応するとともに各県立高校の教育活動の充実に向けたより

良い入学者選抜制度について検討するため、県立高校入試改善検討委員会（以下「委
員会」という。）を置く。

（所掌事項）
第２ 委員会は、次に掲げる事項を審議する。
（１）現行の推薦入学者選抜、連携型入学者選抜、一般入学者選抜、再募集入学者選

抜の選抜形態の在り方、日程等
（２）Ａ・Ｂ・Ｃ選考等の選考方法
（３）特色ある学科の推薦入試の在り方

（４）定時制高校及び定時制課程の入試の在り方

（５）特別な支援を要する生徒に対する配慮や支援等

（６）新型インフルエンザ等不測の事態への対応
（７）その他県立高校入学者選抜制度に係る事項

（組織）
第３ 委員会は、委員２１名以内をもって組織する。
２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。
（１）学識経験者
（２）産業界等関係者
（３）県立学校及び中学校関係者
（４）ＰＴＡ関係者
（５）教育委員会関係者

（任期）
第４ 委員の任期は、２年以内とする。

（委員長、副委員長）
第５ 委員会に、委員長及び副委員長各１名を置く。
２ 委員長は、委員の互選により選出する。
３ 副委員長は、委員長が指名する。
４ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。
５ 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代理する。

（会議の招集）
第６ 委員会は、必要に応じて委員長が招集する。

（庶務）

第７ 委員会の庶務は、岩手県教育委員会事務局学校教育室において処理する。

附 則
１ この要綱は、平成２２年６月２５日から平成２４年６月２４日まで施行する。
２ 平成１７年９月７日決裁の、県立高校入試改善検討委員会設置要綱は廃止する。
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「県立高校入試改善検討委員会」委員

№ 所 属 ・ 役 職 氏 名

１ 盛岡大学学長 望 月 善 次

２ 岩手大学副学長 玉 真之介

３ 県産業教育振興会会長 阿 部 正 樹
株式会社ＩＢＣ岩手放送 代表取締役社長

４ 谷村電気精機株式会社 代表取締役会長 谷 村 久 興

５ 県高等学校長協会会長 盛岡第一高等学校校長 千 葉 研 二

６ 花北青雲高等学校校長 在 原 眞

７ 紫波総合高等学校校長 坂 本 晋

８ 杜陵高等学校校長 菅 原 完 司

９ 一関清明支援学校校長 東 信 之

10 県中学校長会会長 盛岡市立仙北中学校校長 吉 田 道 一

11 北上市立和賀東中学校校長 川 村 庸 子

12 二戸市立福岡中学校校長 嵯 峨 進

13 宮古市立第一中学校校長 伊 藤 晃 二

14 県高等学校 PTA連合会会長 工 藤 重 信

15 県 PTA連合会会長 米 澤 慎 悦

16 県 PTA連合会監事 櫃 割 孝 美

17 県 PTA連合会理事 大 戸 浩

18 金ヶ崎町教育委員会教育委員長 及 川 紀美子

19 二戸市教育委員会教育長 鳩 岡 矩 雄

20 陸前高田市教育委員会教育委員長 村 上 サ キ

21 釜石市教育委員会教育長 河 東 眞 澄
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事務局

№ 所 属 ・ 役 職 氏 名

１ 教育長 法 貴 敬

２ 教育次長兼教育企画室長 高 橋 嘉 行

３ 教育次長兼学校教育室長 佐々木 修 一

４ 学校教育室 学校企画課長 高 橋 勉

５ 学校教育室 義務教育課長 多 田 英 史

６ 学校教育室 高校教育課長 髙 橋 廣 至

７ 学校教育室 高校改革課長 上 田 幹 也

８ 学校教育室 特別支援教育担当課長 鈴 木 長 幸

９ 学校教育室 産業教育担当課長 佐々木 淳

10 スポーツ健康課総括課長 平 藤 淳

11 学校教育室 高校教育担当 主任指導主事 岩 井 昭

12 学校教育室 高校改革担当 主任指導主事 福 士 猛 夫

13 学校教育室 高校教育担当 指導主事 太 田 優 子

14 学校教育室 高校教育担当 指導主事 鈴 木 智 香

15 学校教育室 高校改革担当 指導主事 菊 池 郁 聡

16 学校教育室 高校教育担当 主任 山 本 達 也
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説 明 ･ 協 議

（１）設置要綱及び現行入試制度について

（２）現行入試制度の成果と課題について

（３）会議日程と協議内容について
ア 日程と協議内容（予定）

会議 期 日（予定） 協議内容（予定）

第１回 平成２２年 ６月２５日（金） ・委員長及び副委員長の選出
・設置要綱および現行入試制度
・現行入試制度の成果と課題

第２回 平成２２年 ８月３０日（月） ・選抜形態、選考方法（一般入試）
・定時制入試

第３回 平成２２年１２月上旬 ・選抜形態、選考方法（推薦入試）
・特別な支援を要する生徒に対する配慮
や支援等

第４回 平成２３年 ４月 ・選抜形態、選考方法（再募集、連携、
一般、推薦）

・不測の事態の対応

第５回 平成２３年 ７月 ・総合検討

＜パブリックコメント＞ ８～９月

第６回 平成２３年１０月 ・総合検討

第７回 平成２３年１１月 ・報告書検討

※第７回終了後の日程（予定）
平成２３年１１月 ・報告書提出
平成２３年１１月～平成２４年３月 ・事務局案検討、新入試方針提示

イ 開催時間
１３：３０～１５：３０（予定）

ウ 開催場所
盛岡市内

エ その他
開催案内を事前に通知

（４）その他
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【資 料】

１ 現行入試制度の概要 ｐ ６～ ８
２ 現行入試制度の成果と課題 ｐ ９～ 11
３ 推薦入学者選抜実施概要例 ｐ 12～ 15
４ 平成２２年度岩手県高等学校入学者選抜実施要項（別冊）


